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 源氏物語に出てくる平安の男たちは、ど

うして一度も会ったことのない女性に恋焦

がれるのか。それは手紙にあるのだと、どこ

かで読んだことがあります。歌や文字のう

まさはもちろんのこと、墨の濃淡、香の焚き

しめ方、添える花や小枝、そして使いの者の

容姿など、手紙には書いた者のすべてが表

れるというのです。そして、読み手は、相手

の姿形ではなく、手紙に表れる教養、美意

識、心に恋焦がれるのだそうです。 

古の人々の発信力には感嘆するばかりで

すが、その一方で、読み手もまた、手紙に

込められた想いを感じ取る鋭敏な感性や

想像力が求められたのだと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現代の私たちはというと、マスメディアや

SNS を通じた発信力の重要性がことさらに

強調されていますが、他人の存在というも

のを受けとめる受信力はと言えば、甚だ心

許ないものがあります。 

脳を構成する神経細胞は、多数の樹状突起

が他の細胞からの信号を受け取りますが、

自らの信号を発信するのはたった１本の

軸索です。元来、私たちの脳は、発信する

ことよりも受信することに重きを置いて

作られているのです。そう考えてみると、

私たちにとって本当に大切なのは、発信す

～ 受信力の衰え ～ 

院 長 福田 和正 
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４月３日（月）、誠馨会グループ「千葉中央看護専門学校」において当院の入職式が執り行われました。

今年度は、研修医、看護師、看護助手、診療放射線技師、薬剤師、臨床工学技士、理学療法士、  

作業療法士、視能訓練士、医療事務員など６１名のフレッシュな仲間たちを迎えることができました。 

皆さまどうぞよろしくお願いします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 世界最高水準の全身用Ｘ線 CT 診断装置「Aquilion ONE」を導入します! 

現代の医療には欠かすことのできない CT 装置、その中でも世界最高水準の性能をもった新世代 320 列

エリアディテクターCT「Aquilion ONE」を導入することが決定しました。 

【 患者さまのメリット 】 

①造影剤の注入量や被ばく量が低減 

１回転で広範囲の撮影ができるため、従来の検査で

複数回撮影していた検査を１回で終了することが可能
となります。撮影時間の短縮により造影剤、被ばく量を
大幅に低減でき、身体への負担が少なくなります。 

②わずか 0.35 秒で 16 ㎝の広範囲を撮影 

頭部や心臓をはじめ臓器でも１回転の撮影で検査を

終えられます。 

③緊急性の高い心臓、脳疾患に対し迅速かつ高精

度の検査が可能 

 

装置の特徴：0.5mm×320 列=16cm の範囲を一度に撮影できます。

320 列エリアディテクターCT 装置「 Aqui l ion ONE」  

情報を対話入力していくと瞬く間に詩やアート作品を創出してくれます。今のところ「絵を描く」、「言葉を認識する」、「ゲームを
する」といった個別の知的活動に限定された特化型 AI ですが、将来、人間の頭脳の様にすべてを同時に行えるマルチタスクの汎
用型 AI が開発されたら…創作活動に携わる芸術家や作家などは職を失ってしまうのでしょうか？ 

でも、AI の生み出す玉石混交のコンテンツから選別し判断するのは私たち人間です。この病院ニ
ュースの編纂者が今後 AI に置き換わったとしても、AI を使いこなしコントロールするのは私たち
の側です。その優位性を保持するため、危機感を持って日々研鑽を積んでいくことが大切ですね。 

さまざまな場面に人工知能 AI が活用されています。身近なところではスピーカーに「OKGoogle」な
どの声掛けをしてリクエストすると実行してくれる音声アシスタント、人の代わりにお皿を運ぶ配膳ロ
ボット、特定条件下で公道の完全自動運転が認められた自動車など例を挙げればきりがないほど。とこ
ろで、最近飛躍的に進歩しているのが、文章や画像を自動生成する人工知能「生成系 AI」です。問い合
わせたことに AI がまるで人と会話するような受け答えをしてくれ、作品のイメージやキーワードなどの

 

 

 

 

 

 

 

 

る力よりもむしろ受信する力と言えるか

もしれません。 

新型コロナの脅威を煽る、真贋入り混じっ

た大量の情報にさらされながら、多くの

人々が行動制限を強いられたこの３年間、

私たち医療者もまた、自分たちの窮状を発

信することに多くの力を注いできました。

でも、発信することに力を入れれば入れる

ほどに、感染症とは関係のない患者さんた

ちや以前の日常にもどりたいと願う地域

の人々の存在というものを感じとる力は

蔑ろにされ、そうした受信力の欠如が医療

や病院のあり方を歪ませてしまったよう

に思います。 

5 月 8 日以降、新型コロナウイルスは季節

性インフルエンザと同等の 5類感染症へと

移行します。移行後の医療提供体制につい

てはまだまだ課題が残されており、患者さ

んやご家族の皆さんには引き続き多くの

ご協力をお願いしなければなりません。

でも、こんなときだからこそ、私たちは、

患者さんや地域の人々が発する声なき声

に耳を傾けて、私たちを取り巻く人々の存

在というものを自ら感じるとることがで

きる確かな受信力を育んでいきたいと思

っています。 
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